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　南花音さんは、１１月６日に盛岡市民文化ホールで開催
される東北六県中学校英語暗唱大会に向けて、本番さなが
らの練習を行っていました。
　英語は発音を間違うと異なる意味になってしまいます。
単語の発音を一つ一つ確認しながら繰り返し発声し、精度
を上げていきます
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支出総額　62億4,814万2千円

収入総額　65億8,756万2千円

・医療分
　8億1,761万8千円(12.4％)
・後期高齢者支援金分
　2億4,024万6千円(3.6％)
・介護分
　1億3,132万1円(2.0％)

◎その他
　2億6,566万2千円
　　 　　　（4.0％）

◎繰入金
　6億9,206万3千円(10.5％)

◎共同事業交付金
　9億4,347万円
　　　（14.3％）

◎社会保険診療報酬支払基金
　からの交付金
　14億4,654万9千円(22.0％)

◎国・県からの負担金・交付金など
　20億5,033万3千円(31.1％)

◎国民健康保険税
　11億8,918万3千円(18.1％)

・市からの繰入金
　4億7,206万3千円(7.2％)
・基金繰入金
　2億2,000万円(3.3％)

・退職者医療分
　2億6,509万円(4.0％)
・前期高齢者分
　11億8,145万9千円(18.0％)

・国からの負担金・交付金など
　16億8,858万9千円(25.6％)
・県からの負担金・交付金など
　3億6,174万5千円(5.5％)

◎共同事業拠出金
　9億5,209万9千円
　　　　　（15.2％）

◎後期高齢者支援金
　7億4,656万円
　　　（12.0％）

◎介護保険納付金
　4億808万5千円
　　　　（6.5％）

◎保健事業費
　6,488万千円
　　　（1.0％）

◎事務費
　1億1,956万5千円
　　　　 　（1.9％）

◎保険給付費（病院などに支払ったお金）
　38億7,799万4千円(62.0％）

◎その他
　7,895万9千円
　　　　（1.3％）

・葬祭費
　470万円(0.1％）
・審査支払手数料
　1,151万4千円(0.2％）

・一般医療分
　36億2,405万1千円(58.0％）
・退職医療分
　2億2,227万2千円(3.6％）
・出産育児一時金
　1,545万7千円(0.2％）
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退職一般

30億円

20億円

10億円

40億円

平成26年度平成25年度平成24年度

2億1,756万8千円1億6,860万3千円

33億4,294万9千円32億6,344万5千円

※診療費は、入院、通院、歯科診療に要した費用の額です。調剤・食事療養などは含まれません。

退職一般

40万
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60万
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平成24年度

22万2,139円

22万5,313円

平成26年度平成25年度

28万1,095円

23万8,901円

退職一般

　平成26年度の国民健康保険特別
会計の収支状況は、グラフ①のよ
うになっています。

　収入総額は65億8,756万2千円で
した。主な内訳は、国民健康保険
税（国保税）が11億8,918万3千円
（18.１％）、国・県からの負担
金・交付金が20億5,033万３千円 
（31.1％）、社会保険診療報酬支払
基金からの交付金が14億4,654万9
千円（22.0％）となっています。
　なお、国保税の引き上げを抑制
するため、市の財政調整基金から
2億2千万円の繰り入れを行い、
税率の上昇幅を抑制しました。

　支出総額は62億4,814万2千円で
した。このうち、保険給付費※1が
38億7,799万４千円で、支出全体の
62.0％を占めており、25年度より
2,978万8千円減少しました。
　共同事業拠出金（30万円以上の
高額療養費を支出するため都道府
県単位で拠出）は9億5,209万9千
円（15.2％）で、25年度より2,277
万5千円増加しました。
　後期高齢者支援金※2は、7億4,656
万円（12 .0％）で、前年度より461
万6千円減少しました。介護保険
納付金※3は4億808万5千円（6.5％）
で、25年度より710万８千円増加し
ました。
　収入から支出を差し引いた3億
3,942万円は、27年度に繰り越して
います。

国保
特会

平
成
26
年
度

国民健康保険特別会計

算の状況

　国保加入世帯数は7,772世帯で、
市の全世帯数18,134世帯の42.9％
を占めています。
　また、加入者数は13,636人で、
市の総人口48,586人の28.1％を占
めています。
　その構成比は、グラフ②のとお
りで、一般被保険者が12,913人
（94.7％）、退職被保険者が723人
（5.3％）となっています。
　25年度と比較し一般被保険者は
減少、退職被保険者も減少に転じ
ました。
　被保険者の平均年齢は54.5歳で、
年齢別人口比率を見ると55歳から
74歳までの被保険者が全体の65.3
%を占めています。

保の加入状況

　26年度の診療費全体（一般＋退
職）では、35億2,038万5千円で25
年度から4,013万5千円減少しまし
た。
　一般被保険者の診療費は、25年
度との比較で2,622万3千円減少し
33億1,672万6千円、退職被保険者
の診療費も1,391万2千円減少し2
億365万6千円でした。（グラフ③）
　また、26年度の年間の平均被保
険者数は25年度と比較し、一般被
保険者で684人減少し、退職被保険
者では29人減少しています。
　一人当たりの診療費では、一般
被保険者で10,308円増加し、退職
被保険者では7,731円と減少してい
ます。
　全体では9,377円増加となってお
り、一人当たりの診療費が年々上
昇しているものといえます。なお、
退職者については加入者が限られ
ているため、高額な医療が発生し
た場合、全体の診療費や一人当た
りの診療費が大きく変化します。
　一人当たりの診療費は、グラフ
③の診療費を年間の平均被保険者
数で除して算出したものです。
（グラフ④）

療費の状況

決

○グラフ１　平成26年度の収支状況国

診

○グラフ２　国保の加入状況

○グラフ 3　診療費の動き

○グラフ 4　一人当たりの診療費

※数値は27年3月31日現在のものです。

い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入しています
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入しています

い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）問問問問
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入しています
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入しています

2億365万6千円

33億1,672万6千円

27万3,364円

24万9,209円

12,913人

※1　病院などに支払ったお金
※2　後期高齢者医療に充てるお金
※3　介護保険に充てるお金
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■歳入
▼支払基金交付金
　第2号被保険者が加入している各健
康保険組合で徴収した介護保険料は、
社会保険診療報酬支払基金へいったん
納められます。その中から、市で支出
された法律に定める介護サービス給付
費全体に対しての29％分が交付される
ものです。
▼調整交付金
　国が負担する25％のうち、20％（施
設等給付費は20％のうち15％）は各市
町村の標準給付費額に対して定率で交
付されます。（年度ごとの確定額に基
づき過不足を精算）
　残り５％が調整交付金として、市町
村の努力では対応できない第１号被保
険者保険料の格差を是正するために交
付されます。
□歳出
▽居宅介護・介護予防サービス
　居宅介護サービスとは、要介護１か
ら５までの人が利用する訪問介護（ホ
ームヘルプサービス）、通所介護（デ
イサービス）、短期入所（ショートス
テイ）などです。
　介護予防サービスとは、要支援に認
定された人が利用する介護予防訪問介
護、介護予防通所介護、介護予防短期
入所などです。
　どちらのサービスにも、住宅改修・
福祉用具貸与・グループホームなどの
介護サービスを含みます。
▽施設介護サービス
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、
介護療養型医療施設の介護サービスの
ことです。
▽特定入所者介護サービス等給付費
　施設介護サービスの対象施設や、短
期入所を利用した際にかかる食費、居
住費（滞在費）の負担軽減事業です。
▽高額介護サービス費
　介護サービスの利用料が一定額を超
えた場合、その超えた部分の金額を援
助するものです。
▽市町村特別給付費
　第１号被保険者保険料を財源として、
各市町村が独自に行う介護サービス事
業です。市では、紙おむつ利用者にそ
の経費の一部を助成しています。

　要支援・要介護認定を受けた人が利用す
る介護保険サービスの費用（介護給付費）は、
原則として掛かった費用の１割を利用者が
負担し、残りの９割が介護保険から給付さ
れます。介護保険の財源は、左表のとおり、
国・県・市の公費と40歳以上のかたが負担
する介護保険料で賄われています。

介護給付費の財源介護給付費の財源

用語ミニ辞典

法定給付費　48億5,871万2
千円

施設介護サービス等
給付費

19億2,204万8千円
（37.1％）

介護予防事業・包括支援事業
1億549万1千円(2.0％)

市町村特別給付費（紙おむつ）
3,560万9千円(0.7％)

その他諸支出金
（基金積立、償還金など）
6,036万円(1.2％)

総務費
（認定審査会費、認定調査費など）
1億2,706万5千円(2.4％)

高額介護サービス費・
審査支払手数料
1億1,983万1千円(2.3％)

特定入所者
介護サービス等給付費
2億7,982万9千円(5.4％)

51億8,723万7千円

歳出 居宅介護・
介護予防サービス等

給付費
25億3,700万4千円
（48.9％）

その他収入（手数料、基金繰入金、利子など）
1億1,609万1千円(2.2％)

前年度（平成25年度）繰越金
5,880万1千円(1.1％)

国庫補助金
(調整交付金など)
4億8,328万3千円

(9.2％)

県補助金
1,524万9千円
(0.3％)

国庫負担金
8億7,676万円
(16.7％)

県負担金
7億2,191万2千円
(13.8％)

一般会計繰入金
(市負担金､事務費など)
7億7,228万円
(14.8％)

支払基金交付金
14億573万1千円
(26.9％)

第1号被保険者保険料
7億8,602万3千円
(15.0％)

52億3,613万円

歳入
保
　
　
険
　
　
料

公
　
　
　
　
　
費

※グラフの数字は四捨五入しています。

　法定給付費として、48億5,871万2千円が支払われ
ています。内訳の主なものとしては、居宅介護・介
護予防サービス等給付費が25億3,700万4千円（歳出
全体の48.9％）、施設介護サービス等給付費が19億
2,204万８千円（同37.1％）でした。
　その他の支出を含めた歳出全体の合計は、51億
8,723万７千円となりました。

　平成26年度介護保険特別会計の歳入では、第１号
被保険者（65歳以上の人）が納める介護保険料と、
第２号被保険者（40歳以上65歳未満の人）の支払基
金交付金の合計が、21億9,175万４千円となりました
（歳入全体の41.9％）。
　この他、国と県、市の法定負担分や繰越金などを
含めた歳入全体の合計は、52億3,613万円となりまし
た。

平
成
26
年
度

　介護サービス施設など
は、介護サービス提供に
よる介護給付費（９割）
と利用料（１割）、そして
食費・居住費などの利用
者負担での収入により運
営されています。
　会計上では、一般会計、
介護保険特別会計とは別
に「介護サービス特別会
計」として予算措置され
ています。
　26年度介護サービス特
別会計の歳入合計は３億
1,990万円、歳出合計は３
億1,644万１千円でした。
　この歳入全体から歳出
全体を差し引いた345万９
千円を27年度に繰り越し
ています。

歳  入

介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
状
況

■問い合わせ　長寿福祉課高齢介護班　（☎73‒2123）へ

歳  出

　歳入から歳出を差し引いた4,889万3千円を、27年度に繰り越しています。

平成26年度

介護サービス
特別会計

▶歳入決算額
　3億1,990万円

▶歳出決算額
　3億1,644万1千円

　算決
状 況

■湯沢市の介護サービス施設
サン・グリーンゆざわ

○住　所　
　裏門一丁目2番19号
○事業内容
　・特別養護老人ホーム
　・短期入所サービス
　・デイサービス
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福祉除雪サービス
雪下ろし費用助成

　福祉サービスとして、除雪や雪下ろしが困難な、下記の世帯に対
する除雪サービスや雪下ろし費用の一部助成を行います。サービス
を希望する対象世帯の人は、下記に申し込みください。

◆申し込み方法　
　所定の申請書に必要事項を記入し、
　長寿福祉課、地域包括支援センター、
　各総合支所、在宅介護支援センター
　のいずれかで申請の手続きをしてく
　ださい
※申請は代理の人でもできます。
◆決　定　
　申請書により世帯の状況などを調査
　して、利用の可否を決定し、結果を
　通知します
◆申し込み・問い合わせ　

　 ▽長寿福祉課高齢介護班（☎73‒2123）
　 ▽地域包括支援センター（☎78‒2311）
　 ▽稲川総合支所市民サービス班
　　（☎42‒2111）　　

　 ▽雄勝総合支所市民サービス班
　　（☎52‒2111）
　 ▽皆瀬総合支所市民サービス班
　　（☎46‒2111)
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ま
せ
ん
。

■
助
成
額
　
一
回
に
つ
き
、
掛
か
っ
た
費
用

　
の
半
額
で
、
一
回
当
た
り
六
千
円
を
超
え

　
な
い
額

■
回
　
数
　
一
世
帯
当
た
り
3
回
ま
で

■
実
施
期
間
　
12
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月

　
31
日

■
申
込
期
限
　
平
成
28
年
2
月
29
日
㈪

■
対
象
世
帯
　
①
と
②
の
両
方
に
該
当
し
、

　
⑴
〜
⑹
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
世
帯

　
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
世
帯
で
、
親
族
ま

　
　
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
福
祉
活
動

　
　
な
ど
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

　
　
い
世
帯

　
②
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
（
生
活
保
護

　
　
受
給
世
帯
を
除
く
）

　
⑴
65
歳
以
上
の
人
だ
け
の
世
帯

　
⑵
65
歳
以
上
の
人
と
中
学
生
以
下
の
子
ど

　
　
も
だ
け
の
世
帯

　
⑶
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
と
中
学
生
以
下

　
　
の
子
ど
も
だ
け
の
世
帯

　
⑷
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
と
中
学
生
以
下

　
　
の
子
ど
も
お
よ
び
65
歳
以
上
の
人
だ
け

　
　
の
世
帯

　
⑸
身
体
障
が
い
者
1
級
か
ら
4
級
ま
で
の

　
　
人
だ
け
の
世
帯

　
⑹
知
的
障
が
い
者
な
ど
、
そ
の
他
の
要
援

　
　
護
世
帯
で
、⑴
〜
⑸
の
要
件
に
準
ず
る

　
　
世
帯

　
早
朝
に
稼
働
し
た
除
雪
車
に
よ
り
除
雪
さ

れ
た
自
宅
前
の
雪
塊
を
、
道
路
に
面
し
た
出

入
り
口
の
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
･
八
メ
ー
ト

ル
幅
で
取
り
除
き
、
人
の
出
入
り
口
を
確
保

し
ま
す
。

■
実
施
期
間
　
12
月
か
ら
平
成
28
年
3
月
ま

　
で
の
う
ち
、
実
施
を
希
望
す
る
月

■
作
業
時
間
　
午
前
7
時
〜
11
時

■
利
用
料
　
1
カ
月
二
千
円
（
月
1
回
の
み

　
の
実
施
の
場
合
は
千
円
）

※

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
月
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
分
の
利
用
料
を
返
金
し
ま
す
。

■
対
象
世
帯
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
在
宅

　
高
齢
者
世
帯
と
、
こ
れ
に
準
ず
る
高
齢
者

　
ま
た
は
障
が
い
者
世
帯
の
う
ち
、①
と
②

　
の
両
方
に
該
当
す
る
世
帯

　
①
除
雪
に
つ
い
て
近
隣
か
ら
援
助
が
な
い

　
　
世
帯

　
②
自
力
に
よ
る
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯

■
納
付
方
法
　
利
用
決
定
通
知
書
に
同
封
の

　
郵
便
振
込
用
紙
で
納
付

※

納
付
を
確
認
後
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

■
申
込
期
限
　
11
月
20
日
㈮

ホット
スマイル

「思いやり・初心・笑顔」を忘れずに頑張っています
「横手市の社会福祉協議会で働いている」

小松　ひとみさん
H i t o m i　Kom a t s uフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.74

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
主
に
会
計
な
ど
の
事
務
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
業
務
や
相
談
へ
の
対
応
な
ど
、
地

域
の
か
た
と
関
わ
る
業
務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
高
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
き
っ
か
け
で
、
福

祉
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
高
校
で
身
に
付
け
た
会
計
ス
キ
ル
や
資
格
を
生

か
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
両
方
に
携
わ
れ
る

こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
、
カ
フ
ェ
巡
り
に
友
人

と
出
掛
け
た
り
、
父
と
山
菜
採
り
や
渓
流
釣
り
を
し

た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
お
互
い
さ
ま
の
精
神
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
仕
事
が
で
き
る
明
る
い
職
場
で
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
福
祉
の
専
門
知
識
を
も
っ
と
学
び
、
最
新
の
情
報
を

取
り
入
れ
、
地
域
の
か
た
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
自
分
自
身
、
日
々
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
に
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
バ

カ
に
し
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

笑
顔
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
福
祉
関
係
の
業
務
で
は
、
信
頼
関
係
が
大
切
な
た
め
、

声
掛
け
を
大
事
に
し
て
、
言
葉
遣
い
な
ど
に
十
分
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
相
手
の
立
場
で
丁
寧
に
接
し
、

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
で
、
相
手
に
思
い
が
伝

わ
り
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
あ
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
仕
事
で
す
。

A
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▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける後藤さん

後 藤 　チ ヨ 　
ごとう

さん （張山）

おめでとうございます　100歳長寿

　10月20日、100歳の誕生日を迎えた後藤さん
の自宅を奥山耕伸福祉保健部長が訪問し、祝
い状とお祝い金を手渡しました。
　テレビでの相撲観戦が好きで、老化防止や
体に良いと筋子やなめたけをご飯のおかずに
よく食べているという後藤さん。当日は、家
族に囲まれ「夢中で生きてきて、気が付いた
ら100歳を迎えることができました。家族から
大事にしてもらっているおかげです」とうれ
しそうに話してくれました。

　子育てに不安や悩みがある人、虐待を受けた
と思われる子どもを見つけた人は、次の窓口に
ご相談ください。

11月は
児童虐待防止推進月間です

おくやまこうしん

【相談窓口】
○市福祉課児童福祉班
　☎７８－０１６６
○県南児童相談所
　☎０１８２－３２－０５００
○県こども家庭相談電話
　☎０１２０－４２－４１５２

（弁天地区）



　

郷
土
学
習
資
料
展
示
施
設
（
高
松
地
区

セ
ン
タ
ー
二
階
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

た
め
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の

期
間
休
館
し
ま
す
。

◯
休
館
期
間　

11
月
16
日
㈪
〜
平
成
28
年

2
月
29
日
㈪

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

十
一
月
一
日
㈰
か
ら
七
日
㈯
ま
で
は
、

秋
の
防
火
週
間
で
す
。

　

期
間
中
、
各
地
域
の
消
防
団
と
消
防
署

で
駆
け
付
け
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
所
の
皆
さ
ん
は
、火
災
の
サ
イ
レ
ン
と

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◯
実
施
場
所
と
日
時　

▼
湯
沢
地
域
（
弁

天
地
区
）
＝
11
月
6
日
㈮
午
後
6
時
30

分
◯
防
火
パ
レ
ー
ド
日
程　

11
月
4
日
㈬
午

前
9
時
30
分
〜
正
午
（
雄
勝
地
域
）

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
班

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
17
日
㈫
午
後
1
時
40
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
南
中
学
校
体
育
館

◯
内　

容　

湯
沢
市
雄
勝
郡
内
の
中
学
生

に
よ
る
意
見
発
表

◯
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
湯
沢
市
民

会
議
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
内
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
一
集
会
室

◯
演　

題　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
」

◯
講　

師　

県
情
報
企
画
課
職
員

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
の
新
た
な
行
財
政
改
革
推
進
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

◯
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人

　

②
市
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
人

　

③
平
日
5
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
全

て
出
席
で
き
る
人

　

④
市
が
設
置
し
た
審
議
会
、
委
員
会
、

協
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
人

　

⑤
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
も
し
く
は
常
勤
の
公
務
員
で
な

い
人

　

⑥
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人

◯
募
集
人
員　

2
人
以
内

◯
任　

期　

12
月
1
日
か
ら
当
該
計
画
の

諮
問
に
係
る
答
申
の
日
ま
で
（
答
申
は

平
成
28
年
1
月
末
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
）

◯
報　

酬　

会
議
出
席
1
回
に
つ
き
五
千

円

◯
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
財
政
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
、
財
政
課
、
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
班
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◯
募
集
期
限　

11
月
16
日
㈪

◯
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
班
（
☎
73

2
1
1
4
）
へ

　

安
心
キ
ッ
ト（
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）

は
、
救
急
医
療
活
動
に
必
要
な
情
報
が
書

か
れ
て
い
る
紙
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
な
ど
に
保
管
し
て
万
一
の

救
急
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。
安
心
キ
ッ

ト
を
備
え
付
け
た
い
場
合
は
、
長
寿
福
祉

課
ま
た
は
民
生
児
童
委
員
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

【
す
で
に
備
え
付
け
て
い
る
世
帯
へ
】

　

安
心
キ
ッ
ト
に
保
管
す
る
医
療
情
報
は
、

い
つ
も
最
新
の
も
の
に
取
り
替
え
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◯
対
象
者　

原
則
と
し
て
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯

◯
費　

用　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護

班
（
☎
73
2
1
2
3
）
へ

郷
土
学
習
資
料
展
示
施
設

休
館
の
お
知
ら
せ

火
の
用
心〜

秋
の
防
火
週
間
〜

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.11.01
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青
少
年
育
成

湯
沢
市
民
大
会

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

湯
沢
市
行
財
政
改
革

推
進
計
画
策
定
委
員
会

委
員
募
集

高
齢
者
世
帯
に

安
心
キ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
19
日
㈭
／
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。県
内
の
銀
行
、信
用
金
庫
、労
働

金
庫
、信
用
組
合
、農
協
な
ど
に
預
金
口
座

が
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
る
人
は
、
預
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

総
合
県
税
事
務
所
収
納

管
理
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
3
3

 

3
1
）
ま
た
は
同
雄
勝
支
所
（
☎
73
3

 

1
8
1
）
へ

　

寒
い
時
期
に
な
る
と
入
浴
中
に
浴
槽
で

意
識
を
失
い
溺
れ
る
な
ど
、
事
故
に
遭
う

高
齢
者
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
に
湯
沢
雄
勝
管
内
で
発

生
し
た
入
浴
事
故
件
数
は
六
十
九
件
で
、

そ
の
う
ち
二
十
一
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

十
月
か
ら
四
月
ま
で
の
寒
い
時
期
に
件

数
の
八
割
が
集
中
し
て
い
ま
す
の
で
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の
よ
う

な
予
防
を
意
識
し
た
入
浴
が
必
要
で
す
。

【
安
全
安
心
な
入
浴
法
】

・
浴
室
、
脱
衣
所
を
暖
め
て
か
ら
入
ろ
う

・
長
湯
は
せ
ず
に
、
湯
温
は
41
度
以
下
で

・
入
浴
中
は
家
族
で
声
掛
け
し
よ
う

◯
問
い
合
わ
せ　

入
浴
事
故
防
止
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
（
湯
沢
保
健
所
内
☎
73
6
1
5

 

5
）
へ

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
の
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護

委
員
ま
た
は
法
務
局
職
員
が
相
談
を
受
け
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰
／
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

◯
専
用
相
談
電
話　

☎
0
5
7
0
―
0
7

 

0
―
8
1
0
へ

　

平
成
二
十
八
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て

い
る
院
内
道
路
は
、
現
在
ト
ン
ネ
ル
舗
装

工
事
の
最
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ト
ン
ネ
ル
舗

装
の
工
事
現
場
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

12
月
5
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

院
内
道
路
下
院
内
ト
ン
ネ
ル

◯
参
加
料　

無
料

◯
定　

員　

80
名
（
先
着
順
）

◯
募
集
期
限　

11
月
13
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通

省
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
地
域
づ
く
り

相
談
室
（
☎
73
3
1
7
4
）
へ

◯
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

◯
資　

格　

採
用
予
定
月（
現
在
未
定
）の

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

子
◯
応
募
期
限　

11
月
16
日
㈪

◯
試
験
日　

11
月
22
日
㈰

◯
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

検
察
審
査
会
制
度
は
、
交
通
事
故
や
詐

欺
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
の
に
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い

場
合
な
ど
に
、
有
権
者
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
検
察
審
査
員
が
検
察
官
の
処
分

の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、
十
一
月
中
旬
ご

ろ
に
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

※
検
察
審
査
員
候
補
者
は
裁
判
員
候
補
者

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

大
曲
検
察
審
査
会
事
務

局
（
秋
田
地
方
裁
判
所
大
曲
支
部
内
☎

0
1
8
7
63
2
0
3
3
）
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

高
齢
者
の
入
浴
事
故
防
止

自
衛
官
募
集

検
察
審
査
会
か
ら
のお

知
ら
せ

院
内
道
路
の

ト
ン
ネ
ル
舗
装
工
事

現
場
見
学
会

個
人
事
業
税（
２
期
）の

納
期
限
は
11
月
30
日
㈪
で
す

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局
の
職
員
が

「
相
続
登
記
の
申
請
」
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

11
月
26
日
㈭
午
前
10
時
15
分

〜
11
時
45
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

2
階
会
議
室

◯
定　

員　

12
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方

法
務
局
湯
沢
支
局（
☎
73
2
4
5
0
）へ

◯
と　

き　

11
月
7
日
㈯
午
後
4
時
20
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
内　

容　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
取
り
組
み
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
／
講
師
＝
沼ぬ
ま

倉く
ら

誠ま
こ
と

さ
ん
（
市
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
長
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
医
学
検
査
学
会

事
務
局
（
雄
勝
中
央
病
院
中
央
検
査
部

内
☎
73
3
2
1
3
）
へ

◯
と　

き　

11
月
7
日
㈯
午
後
2
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

一
集
会
室

◯
問
い
合
わ
せ　

県
南
オ
カ
リ
ナ
湯
沢
室

　

日
高
見
（
☎
0
9
0
―
4
9
1
8
―
4

 

6
7
4
）
へ

◯
と　

き　

11
月
7
日
㈯
午
後
4
時
10
分

〜
5
時
10
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
自
然
か
ら
の
贈
り
物
」

◯
講　

師　

小こ

松ま
つ

ひ
と
み
さ
ん（
写
真
家
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会

（
☎
72
0
4
4
0
）
へ

◯
と　

き　

11
月
11
日
㈬
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
過
去
の
心
肺
機
能
停
止
症

例
の
発
生
状
況
と
高
齢
者
の
関
与
に
つ

い
て
」

◯
講　

師　

高た
か
は
し橋
義よ
し
ひ
ろ浩
さ
ん
（
湯
沢
雄
勝

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
救
急
救

助
課
長
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会

（
☎
72
0
4
4
0
）
へ

◯
と　

き　

11
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
8
時
（
初
日
は
午
後

1
時
か
ら
、最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

山
野
草
写
真
五
十
点
を
展
示

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
野
草
の
会
佐
々
木

進
（
☎
73
4
6
3
6
）
へ

◯
と　

き　

11
月
14
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

美
郷
町
住
民
活
動
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

地
域
貢
献
や
地
域
で
活
動
を

し
た
い
と
考
え
る
若
者
と
、
若
者
の
力

を
地
域
で
生
か
し
た
い
と
考
え
る
市
町

村
、
市
民
活
動
団
体
、
企
業
と
の
交
流

会
お
よ
び
マ
ッ
チ
ン
グ
大
会

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営

利
活
動
法
人
あ
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
☎
0
1
8
―
8
2
9
―
5
8
0
1
）へ

◯
と　

き　

11
月
15
日
㈰
〜
28
日
㈯

※
28
日
㈯
は
正
午
ま
で
。

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
内　

容　

油
彩
画
の
展
示

◯
問
い
合
わ
せ　

絵
画
同
好
会
「
か
き
の

会
」
西
村
（
☎
73
3
3
8
6
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
22
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班

　
（
☎
73
3
1
5
1
）へ

法
務
局
無
料
市
民
講
座

絵
画
同
好
会
「
か
き
の
会
」

小
作
品
展

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉
を
含
む
）

オ
カ
リ
ナ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

湯
沢
市
雄
勝
郡
医
師
会

市
民
公
開
講
座

第
39
回

我
々
の
健
康
を
求
め
る
集
い

第
39
回
山
野
草
写
真
展

県
南
地
区
あ
き
た
若
者
会
議
チ
ャ
レ
ン
ジ
作
戦

〜
大
マ
ッ
チ
ン
グ
大
会
〜

参
加
者
募
集

第
39
回
秋
田
県
医
学
検
査

学
会
公
開
講
演

〜
知
る
と
楽
し
い 

ジ
オ
パ
ー
ク
〜

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2015.11.01
10

2015.11.01
11

地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために 5

　地域包括ケア（高齢者の生活を一体的、継続的に支援する仕組み）をシリーズで
紹介します。

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

～第10回うつ病の人との接し方～～第10回うつ病の人との接し方～

　

い
つ
誰
が
か
か
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

う
つ
病
。
家
族
や
身
近
な
人
が
う
つ
病
と

診
断
さ
れ
た
ら
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も
ら
う

　
　
「
休
養
」
が
う
つ
病
治
療
の
基
本
で
す
。

　

外
出
な
ど
を
無
理
に
勧
め
て
は
い
け
ま

　

せ
ん
。

②
焦
ら
な
い

　
　

う
つ
病
の
治
療
に
は
時
間
が
か
か
り

　

ま
す
。
本
人
の
ペ
ー
ス
を
尊
重
し
、
温

　

か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
薬
と
お
酒
に
注
意
す
る

　
　

自
己
判
断
で
服
薬
を
や
め
た
り
す
る

　

と
、
症
状
が
再
発
・
慢
性
化
す
る
恐
れ

　

も
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
通
り
薬
を

　

飲
ん
で
い
る
か
、
身
近
に
い
る
人
は
そ

　

れ
と
な
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル

　

コ
ー
ル
も
厳
禁
で
す
。

④
聞
き
役
に
徹
す
る

　
　

悩
み
や
症
状
を
「
大
し
た
こ
と
な
い
」

　

な
ど
と
否
定
し
た
り
せ
ず
、
し
っ
か
り

　

話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
う
つ
病
の
人
は

　

同
じ
悩
み
を
繰
り
返
す
傾
向
が
あ
り
ま

　

す
が
、
そ
れ
も
症
状
の
一
つ
と
捉
え
て

　

聞
き
役
に
徹
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤「
頑
張
っ
て
」
は
禁
句

　
　

頑
張
り
た
く
て
も
頑
張
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
の
が
う
つ
病
で
す
。
叱
咤
激
励

　

は
本
人
を
ま
す
ま
す
追
い
詰
め
ま
す
。

⑥「
私
は
あ
な
た
の
理
解
者
」
と
い
う
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
を
伝
え
る　
　

　
　

自
分
を
理
解
し
、
応
援
し
て
く
れ
る

　

人
の
存
在
は
大
き
な
支
え
で
す
。「
ゆ
っ

　

く
り
休
ん
で
ね
」
と
い
っ
た
声
掛
け
は

　

積
極
的
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
必
要
以
上
に
気
を
遣
わ
な
い

　
　

腫
れ
物
に
触
る
よ
う
な
扱
い
は
、
か

　

え
っ
て
「
自
分
が
い
る
と
み
ん
な
に
迷

　

惑
が
掛
か
る
」
な
ど
と
思
わ
せ
て
し
ま

　

い
ま
す
。

⑧
重
大
な
決
定
は
延
期
さ
せ
る

　
　

う
つ
状
態
で
離
婚
・
退
職
な
ど
大
き

　

な
決
定
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

後
で
後
悔
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

　

せ
ん
。

○
11
月
11
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○　
　

18
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
12
月
2
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

9
日
（
水
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○　
　

16
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、「
自
殺
の
影
響
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　　　知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力の不十分なかたがたは、不動産や預貯金などの財産を管理したり、
　　　身の回りの世話のために介護などのサービスや施設への入所に関する契約を結んだりする必要があっても、自
分でこれらのことをするのが難しい場合があります。また、自分に不利益な契約であってもよく判断ができずに契約
を結んでしまい、悪徳商法の被害に遭う恐れもあります。このような判断能力の不十分なかたがたを保護し、支援す
る制度です。

成年後見制度

認

　　　知症などのかたを地域が一体となって見守ることで、　不慮の事故防止に努
　　　め、介護する家族の皆さんの負担を少しでも軽減し、安心して暮らすことが
できるようにすることです。

地域での見守りネットワーク

認

　　　とり暮らしや認知症のかたが、地域で同じ立場で互いに助け合う関係性の中
　　　で、見守りが行われることが何より大切です。それが、共に支え合いながら、
安心していつまでも住み続けることのできる地域社会の再生へとつながります。

高齢者の生活や権利を守る

○問い合わせ　地域包括支援センター（☎78－2311）へ

ひ

預貯金など 財産を管理したり

し
っ
た



153,124

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

９月分

合　　　計 19

1 30,000弔 慰 金 等

0 0協　賛　金

祝金及び寸志 6 20,656

1 10,000見　舞　金

高松地区敬老会へのお祝い(清酒)ほか

第36回湯沢雄勝北都会懇親会ほか

香典

入院見舞金

2 23,468接　　　遇

9 69,000会　　　費

市長日誌（９月）

交際費報告

1日（火）

市内誘致企業との懇談会費、湯沢市地
方創生推進会議懇親会費

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

市議会9月定例会本会議
2日（水） 平成27年度湯沢市雄勝郡総合防災訓練
3日（木） 市議会9月定例会本会議
4日（金） 市議会9月定例会本会議
5日（土） 楽天イーグルス野球塾in稲川
6日（日） 第30回記念湯沢市民雄勝地域ゴルフ大会表彰式
7日（月） 市議会9月定例会本会議
8日（火） 第36回湯沢雄勝北都会
9日（水） 川連町自治区敬老会
11日（金） 百歳長寿祝い、須川地区敬老会、平成27年度湯沢市自

殺予防講演会
15日（火） 百歳長寿祝い、雄勝中央病院運営委員会
16日（水） 横堀地区敬老会、平成27年度第2回湯沢市防災会議
17日（木） 山田地区敬老会
18日（金） 市議会9月定例会本会議、稲庭地区敬老会
21日（月） 湯沢西地区自治協議会主催敬老会
24日（木） 定例記者会見、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会臨時会、

同行政視察
25日（金） ＦＭ秋田出演（秋田市）、湯沢市農業総合指導センター

運営委員会委員情報交換会

27日（日） 2015秋田県レクリエーション大会inゆざわ開会式、湯
沢西地区自主避難訓練、湯沢市民管弦楽団第60回定期
演奏会

26日（土） 葬儀

28日（月） 山本香苗厚生労働副大臣との昼食意見交換会、秋田吟
道会設立35周年記念式典・祝賀会

29日（火） 内外情勢調査会・9月支部懇談会（秋田市）

　

霜
月
、
稲
刈
り
も
紅
葉
も
終
わ
り
、
冬
支
度
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
は
平
成
二
十
年
か
ら
人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
東
京
一
極
集
中
の
是

正
を
目
指
し
、
全
国
で
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
、
湯
沢
市
も
消
滅
可
能
性
都
市
の
危

機
感
を
持
っ
て
、
人
口
減
を
抑
制
す
る
た
め
の
総
合
戦
略
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
地
方
は
若
者
の
流
出
、
特
に
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
出
産
適
齢

女
性
の
激
減
が
深
刻
な
問
題
で
す
。
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
の
一
万
七
百
五
十
一

人
か
ら
下
降
線
を
た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
七
年
は
三
千
四
百
十
一
人
で
六
十

八
パ
ー
セ
ン
ト
減
で
す
。
婚
姻
数
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
三
百
七
十
二
組
か
ら
平

成
二
十
五
年
は
百
三
十
七
組
と
六
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
減
で
す
。
年
間
出
生
数
も
比

例
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
五
年
の
八
百
三
十
三
人
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
は
二
百

五
十
二
人
で
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
で
す
。
将
来
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
、
さ
ら
に

半
減
す
る
厳
し
い
傾
向
が
続
き
ま
す
。
以
前
は
、
子
は
宝
、
人
生
最
大
の
財
産
、

何
よ
り
家
、
家
族
が
基
本
、
子
孫
繁
栄
を
願
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
ま
し
た
。

昔
か
ら
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
は
苦
労
、
難
儀
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
事
に

も
替
え
が
た
い
喜
び
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
代
は
、
未
婚
化
、
晩
婚
化
が
進
み
、

さ
ら
に
一
人
の
女
性
が
一
生
に
子
ど
も
を
産
む
数
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
が
、

団
塊
世
代
の
平
均
四
・
三
二
人
か
ら
、
平
成
二
十
六
年
で
は
一
・
四
二
人
と
な
り
、

人
口
減
少
に
拍
車
を
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
の
人
口
減
少
の
原
因
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
魅
力
あ
る
仕

事
、
職
場
、
所
得
が
少
な
く
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
な
ど
将
来
の
経
済
的
不
安

が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
実
、
地
方
で
は
若
者
を
ひ
き
付
け
る
魅

力
あ
る
職
場
を
創
る
事
は
至
難
の
業
で
す
。
市
内
の
企
業
に
、
何
と
か
付
加
価
値
、

生
産
性
を
高
め
、
多
い
に
売
上
、
利
益
を
上
げ
て
い
た
だ
き
、
社
員
の
給
料
を
上

げ
て
い
た
だ
く
事
が
一
番
の
解
決
策
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
現
状
で
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
も
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
税
金
が
あ
っ
て
こ
そ
、
年
金

医
療
介
護
の
福
祉
、
子
ど
も
の
出
産
育
児
、
児
童
生
徒
の
教
育
、
道
路
、
橋
、
学

校
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
、
冬
の
除
雪
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
図
れ
ま

す
。
現
在
、
市
の
税
収
は
約
四
十
億
円
弱
と
低
下
傾
向
に
あ
り
、
市
の
財
政
力
指

数
は
〇
・
二
九
と
残
念
な
が
ら
県
内
で
も
低
い
水
準
で
す
。
市
民
の
総
所
得
額
も

十
年
間
で
四
百
四
十
八
億
円
か
ら
三
百
三
十
八
億
円
と
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
地
方
に
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
官
と
民

が
協
力
し
て
、
厳
し
い
現
状
認
識
を
共
有
し
つ
つ
、
決
し
て
諦
め
な
い
で
、
知
恵

を
出
し
、
汗
を
か
き
、
最
善
を
尽
く
す
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
稼
ぐ
民

の
力
が
大
切
で
す
。

　

福
沢
諭
吉
翁
は
学
問
の
す
す
め
で
、
一
身
の
自
立
な
く
し
て
国
家
の
独
立
は
な

い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
く
ざ
わ
ゆ
き
ち

▲湯沢市雄勝郡総合防災訓練であいさつする齊藤市長

2015.11.01
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突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
「
秋
田
元
気
ム

ラ
！
」
と
い
う
サ
イ
ト
が
あ
る
の
は
ご
存
知

で
す
か
？
も
の
す
ご
く
簡
単
に
ご
説
明
す
る

と
、
県
企
画
振
興
部
地
域
活
力
創
造
課
活
力

あ
る
集
落
づ
く
り
支
援
室
が
管
理
運
営
し
て

い
る
、
「
県
内
の
が
ん
ば
る
農
産
漁
村
集
落

を
紹
介
し
て
応
援
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
し
て
い
る

と
、
お
祭
り
や
行
事
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
地

域
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
々

あ
り
ま
す
。
着
任
し
て
す
ぐ
の
と
あ
る
イ
ベ

ン
ト
に
て
、
渋
谷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
玄
関
前
に
稲
わ

ら
で
つ
く
ら
れ
た
鹿
嶋
様
を
飾
る
と
い
う
こ

と
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
、
岩
崎
地
区

末
広
町
内
会
も
そ
の
一
つ
。
そ
の
ご
縁
を
つ

な
げ
て
、
新
た
な
元
気
ム
ラ
と
し
て
紹
介
し

て
も
ら
う
べ
く
、
微
力
な
が
ら
取
材
活
動
な

ど
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
小
野
地
区
、
若
畑
地
区
、
内

町
・
御
屋
敷
地
区
の
三
地
区
が
す
で
に
サ
イ

ト
内
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い！

　

依
頼
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の
た
び
、
初
め

て
出
前
講
座
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
ま
ず
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
己
紹
介
を
し
つ
つ
、
こ

れ
ま
で
湯
沢
市
で
活
動
す
る
中
で
感
じ
た
魅

力
を
ご
紹
介
。
有
名
な
所
だ
け
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
が
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
風
景
に
、

慣
れ
親
し
ん
だ
食
べ
物…

そ
ん
な
「
あ
た
り

ま
え
」
の
素
敵
さ
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、
聞
き
手
の
か
た
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
。
逆
に

皆
さ
ん
に
わ
た
し
た
ち
の
先
生
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
湯

沢
の
「
い
い
と
こ
ろ
」
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
ま
で
の
視
点
と
新
し
い
視
点
。

両
方
が
重
な
り
合
っ
て
、
改
め
て
こ
の
土
地

の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
た
、
貴
重
な
時
間
で
し

た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
出
前
講
座
と
い
う
こ
と

で
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
山
谷
町
内

会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

　

出
前
講
座
は
現
在
も
受
付
中
で
す
。
も
し

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

さ
ん
の
中
で
、
「
地
域
の
活
動
に
興
味
が
あ

る
！
」
と
い
う
若
者
の
か
た
、
「
若
者
と
一

緒
に
活
動
に
取
り
組
み
た
い
！
」
と
い
う
団

体
の
か
た
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
十

一
月
十
四
日
（
土
）
の
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
、
美
郷
町
住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
、
そ

ん
な
両
者
が
一
堂
に
会
す
る
県
南
地
域
の
大

マ
ッ
チ
ン
グ
大
会
が
あ
り
、
当
日
、
私
も
実

行
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
す
！
楽
し
い
会
に

す
る
べ
く
、
現
在
準
備
中
。
そ
し
て
、
参
加

者
は
絶
賛
受
付
中
で
す
！
気
に
な
る
か
た
は
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
！ 

○
問
い
合
わ
せ　

地
域
お
こ
し
小
町
隊
（
市

　

ま
る
ご
と
売
る
課
内
☎
73
2
1
1
1
内
線

　

3
6
4
）
へ

小
町
隊
活
動
日
記

初
め
て
の
出
前
講
座

あ
き
た
若
者
会
議

　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
作
戦
?!

〝
秋
田
元
気
ム
ラ
！
〞
っ
て

　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

今回の担当は…

荻 原 　佳
おぎ　　わら　　　　けい

　自然・食べ物・文化など湯沢に
は魅力がいっぱいです。小町隊は、
「見つめてみよう、湯沢の魅力」と
題した出前講座を行っています。
　小町隊と一緒に湯沢の良さを再
発見してみませんか。
◆申し込み・問い合わせ　
　生涯学習課社会教育文化班
　（☎73-2163）へ

出前講座開催中！

▲初めての出前講座。
　笑いもありながら、皆さん真剣に聴いてくださり感謝です

▲サイトでは、今年の鹿嶋様づくりの様子も掲載
　されています
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ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン
）
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
高
松
（
三
途
川
・

川
原
毛
）
の
ジ
オ
モ
ン
「
ふ
わ
り
か
げ
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ―

ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

第5回◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先
　

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内

　

☎
55
8
1
9
5
、　　geopark@

city.

　

yuzaw
a.lg.jp

）
へ

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

ジ
オ
を
体
験
！
秋
の
ジ
オ
フ
ェ
ス
in

　
　
　
　
　
う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
開
催
！

　

十
月
三
日
㈯
、
四
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
全

国
ま
る
ご
と
う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
に
合
わ
せ
、

県
内
外
か
ら
来
ら
れ
る
多
く
の
か
た
に
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
の
楽

し
さ
や
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
お
う
と
会
場
内
に
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
秋
の
ジ
オ
パ
ー

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

礫
や
砂
や
泥
が
混
ざ
っ
た
も
の
が
水
の
中

に
落
ち
た
場
合
に
で
き
る
級
化
層
理
（
大
き

い
物
か
ら
順
番
に
落
ち
て
重
な
る
こ
と
で
で

き
る
地
層
の
し
ま
模
様
）
を
、
ボ
ー
ル
に
入

れ
た
寒
天
の
中
に
ア
ン
ズ
や
ナ
シ
、
す
り
お

ろ
し
た
リ
ン
ゴ
を
入
れ
て
沈
ま
せ
る
実
験
を

す
る
こ
と
で
再
現
し
ま
し
た
。

　

実
験
後
に
、
事
前
に
作
っ
て
お
い
た
寒
天

を
来
場
者
に
試
食
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実

験
に
よ
り
で
き
た
寒
天
は
、
う
ど
ん
を
食
べ

た
後
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
も
好
評
で
し
た
。

験
、
と
び
込
み
ミ
ニ
ジ
オ
ツ
ア
ー
や
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
置
し
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

展
示
し
た
岩
石
を
手
に
持
っ
て
も
ら
い
、

岩
石
の
重
さ
や
手
触
り
を
実
感
し
て
も
ら
っ

た
り
、
虫
め
が
ね
や
ル
ー
ペ
で
鉱
石
や
ゆ
ざ

わ
ジ
オ
パ
ー
ク
内
で
発
見
さ
れ
た
虫
の
化
石

を
見
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

岩
石
の
種
類
に
よ
っ
て
同
じ
大
き
さ
で
も

重
さ
が
違
う
こ
と
や
ル―

ペ
を
使
っ
て
石
の

中
に
小
さ
な
虫
の
化
石
が
入
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
時
に
、
子
供
た
ち
か
ら
は
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
火
打
ち
石
で
火
花
を
出
す
体

岩
石
・
鉱
石
展
示
コ
ー
ナ
ー

堆
積
寒
天
実
験
コ
ー
ナ
ー

▲多くの岩石や鉱石に触れてもらったり、
　観察してもらったりしました

▲今回のイベントで県内外のかたにゆざわ
　ジオパークについて興味を持ってもらい
　ました

▲寒天の中に果物を入れ、級化層理ができ
　る様子を見てもらい、ジオを体験しても
　らいました

　

グ
ル
ー
プ
や
団
体
、
企
業
な
ど
が
主
催
す
る
研

修
会
や
勉
強
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

　

地
域
の
集
ま
り
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
の
研
修
、

趣
味
の
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
な
ど
に
、
広
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
会
　
場　

会
場
は
市
内
に
限
り
ま
す
（
会
場
の

　

手
配
は
申
込
者
で
準
備
を
お
願
い
ま
す
）

○
テ
ー
マ
の
一
例

・
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

　

の
調
和
）
を
考
え
よ
う
！

・
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
動
に
女
性
の
パ
ワ
ー
を
！

・
イ
キ
イ
キ
職
場
で
、
不
況
を
の
り
き
ろ
う
！

・
実
は
あ
な
た
の
身
近
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

　

イ
オ
レ
ン
ス
が…

・
男
女
共
同
参
画
で
子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
よ

　

う

※

右
記
以
外
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

○
対
　
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
お
お
よ
そ

　

10
人
以
上
で
構
成
す
る
企
業
、
団
体
ま
た
は

　

グ
ル
ー
プ

○
費
　
用　

会
場
借
上
料
な
ど

※

講
師
料
は
市
で
負
担
す
る
の
で
無
料
で
す
。

○
申
し
込
み
方
法　

開
催
希
望
日
の
一
カ
月
前
ま

　

で
、
男
女
共
同
参
画
・
少
子
化
対
策
室
へ

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い
◇

・
講
師
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
希
望
に
添
え
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す

・
政
治
、
宗
教
、
営
利
、
そ
の
他
男
女
共
同
参
画

　

出
前
講
座
の
目
的
に
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と

　

き
は
、
講
座
の
開
催
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す

男女共同参画出前講座

　秋の味覚、なべっこを一緒に味わいながら素
敵な出会いを探しに来ませんか？
　当日は芋の子汁を作りますので、エプロンを
お持ちのかたはご持参ください。
（調理は具材を煮込むなどの簡単なものです）

○と　き　11月28日㈯午後5時30分～8時
○ところ　湯沢生涯学習センター2階寿の間
　　　　　（市役所本庁舎向かい）
○対　象　20～40歳の独身男女
○参加料　男性3,000円、女性2,000円
○定　員　40人　　　　　　
○申し込み方法　Yuzawa 出会い隊事務局（y－ydt
　＠city.yuzawa.lg.jp）まで、下記のとおりメールを
　送信してください
　【件名】なべっこ
　【本文】①氏名・年齢・性別　
　　　　②郵便番号・住所・連絡先（携帯電話番号）
○申込期限　11月9日㈪午後5時まで

企画課男女共同参画・少子化対策室（☎55‒8274）へ申し込み・問い合わせ

～ Sorenaba Sanka Shi-night !～

き
ゅ
う
か
そ
う
り

れ
き

独身だけの
なべっこNight 



　サッカーＪ３リーグで活躍するブラウブリッ
ツ秋田の育成指導者とトレーナーの２人から子
どもの成長に合わせた専門知識を学びます。

○対　象　スポーツ少年団指導者、保護者、学校関係者、
スポーツ指導に関心のある人

○申し込み・問い合わせ
11月18日㈬まで、湯沢市
雄勝郡スポーツ少年団連
絡協議会（☎72‒6500、
FAX72‒6556）へ

9月13日㈰横手市を会場に行われた今年の大会は、
36チームが出場し、湯沢市Ａチームが６位入賞、ま
た２人が区間賞という素晴らしい成績を上げました。
　来年は大館市で開催される予定です。
　市内在住または市内に勤務、通学しているかたなら
どなたでも代表候補になれます。各種大会を目標にし
ているかたも、ぜひこの大会を目標の一つにしていた
だくことを願っています。
＜大会結果＞
　市の部６位　湯沢市Ａチーム（総合９位）
　総合２３位　湯沢市Ｂチーム
＜区間賞＞
　小学生女子　阿部円海さん（湯沢東小学校）
一 般 男 子　進藤英樹さん（湯沢市役所）

　湯沢市体育協会では、毎年、各団体で市民総合体育大会を開催
しています。

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

113

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2015.11.01
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秋田25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン!横手大会
湯沢市６位入賞!（市の部） ◀

進
藤
英
樹
さ
ん

◀
阿
部
円
海
さ
ん

!
湯湯湯湯湯湯湯湯 」
ブラウブリッツ秋田から学ぼうブラウブリッツ秋田から学ぼうブラウブリッツ秋田から う!!!!
「「「「湯沢市雄勝郡スポーツ少年団指導者湯沢市雄勝郡スポーツ少年団指導湯湯湯湯沢市雄勝郡スポーツ沢市雄勝郡スポーツ雄雄雄雄沢沢沢沢沢沢 導導導導導導導導導導導導雄雄雄雄雄雄 年年年年年年 指指指指指指指指指指指指勝勝勝勝勝勝郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡 団団団団団団勝勝勝勝勝勝湯湯湯湯湯湯 市市市市市市市市 少少少少少少 会会会会会会修会修会修会修会修会修会修会修修修修修研修研修研修研修研修修研研研研研研研研者研者研者研者研者研導者導者導者導者導者者導導導導導導導導導導指指指指指指団年年年年年年年団団少年少年少年少年少年少年少年スポーツ少スポ ツスポ ツス ツ少少少少郡ス郡ス郡ス郡ス郡勝郡勝郡勝郡勝郡勝郡勝勝勝勝勝勝勝勝勝雄市雄市市市市雄市雄市雄沢市市市沢市沢市沢市沢市沢市沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢湯湯沢湯沢湯沢湯沢湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯沢市雄勝郡スポーツ少年団指導者研修会湯湯沢市雄勝郡スポ ツ少年団指導者研修会湯湯沢市雄勝郡 ポ 少年団指導者 修修修修修修修修修修修修者者者者者者研研研研研研 会会会会会会研研研研研研者研修会修会湯沢湯沢市沢市雄市雄勝雄勝勝郡スポーツ少年少年団指導指導者導者研者研修研修会修会会」」」」」」」」

市民総体開催中!

○と　き　12月6日㈰
○ところ　湯沢武道館
○参加料　無料
○対　象　市内に在住、在勤または湯沢市雄勝郡内に通学して

いる人
○申し込み・問い合わせ　11月30日㈪まで、湯沢市柔道連盟
事務局生田目（☎090‒4315‒7572）へ

柔道

あ べ まる み

しん どう ひで き

○と　き 11月29日㈰午後1時30分
　　　　　（午後1時から受け付け開始）
○ところ　湯沢雄勝広域交流センター
○講　師　ブラウブリッツ秋田育成部指導者およびト

レーナー
○演　題　一貫指導の根底にあるものとは
○参加料　無料 ▶ブラウブリッツ秋田マスコット

　キャラクター 「ブラウゴン」

図書修理の一例「水濡れ」
図書館では、壊れてしまった本をできるだけ修理して、再び利用できるように
整備しています。その中から「水濡れ」した場合の修理についてご紹介します。
①濡れたページをざら紙で挟み、重しをのせる
②ざら紙をずらしたり入れ替えたりしながら、水分をざら紙に吸い込ませる
③ざら紙が濡れなくなってきたら重しをしたまま乾燥させる
こうすると、波うちや色移りがほとんどなく乾きます。自宅の本が水濡れして
しまったら、ぜひこの方法を試してみてください。
なお、図書館資料については長期保存するための専門的な修理が必要ですので、
もし壊れてしまった場合は、修理しないでカウンターにお知らせください。修

戸練　ミナ／著

湯

雄
湯

皆

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

絵のすきなライオン
ワンダー
ママがおばけになっちゃった!
ふまんがあります

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

ニューヨークの看板ネコ

関　　幸彦

修油井　宏子監修

おおたとしまさ

つ ん く ♂

湯

稲
雄

皆

新新着着図書書案案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月111111111111 トトイイの 集集 トトンンンイベイベイベベ・イ・・・・イ特の特のの特のの月月 ベンベンベンン月 トトのののの ベ集集 トト月のの特集特集 イベイベンベント
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仁平　　綾／著

恋する武士闘う貴族

江戸時代&古文書虎の巻

追いつめる親「あなたのため」は呪いの言葉

「だから、生きる」

湯 雄

稲
11月21日 午前10時

ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

11月7日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館 児童コーナー

「重ね煮」 は野菜のうまみを最
大限に引き出す調理法です。３種
以上の野菜を層にして重ね、ほん
の少しの塩と野菜の水分だけで蒸
し煮をします。野菜本来の力を大
切に、野菜の皮はできるだけむか
ず、アク抜きをせずに、そのまま
使います。「重ね煮」 を作り置き
しておくと、野菜たっぷりの料理
が日々手軽に作れます。

※16日㈪から24日㈫まで図書整理などのため休館します。
　返却はオービオン正面玄関にある返却ポストにお願いします。
　館内利用、貸出などはできませんのでご了承ください。

おはなしの会「ひまわり

おはなし会おはなし会お しし会

おはなしの会おはなしの会おはなしの会お ししのの会「「「「ひまわりひまわりひまわりひ

　ニューヨーク在住の著者の楽し
みの一つは“看板猫詣で”。ネズミ
の多いＮＹではネズミよけのため
に猫を飼っている人が多いそうで
す。老舗ホテルの女王猫、男前の
酒屋猫、書店のアイドル猫、マイ
ペースな“ニャンヨーカー”たち
が皆さんを出迎えます。看板猫44
匹の愛らしい姿をお楽しみください。い

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

と　き： 日㈯ 午前10時30分
ところ：湯沢図書館 児童室

みんなの森 おはなしみんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みん はなしし会

▲ざら紙を挟んで重しをのせた状態

はじめての重ね煮 野菜がもっと好きになる、元気になる!

ベニアミーノ・シドーティ
R・J・パラシオ
の　ぶ　み
ヨシタケシンスケ

児 児　童　
一　般 あったかハンドメイド一　般　般一 般　

児 童児　童　児 童児　 児 童児　童童児　
一　般一　般一 般 あったかハンドメイドあったかハンドメイドあったかハンドメイドあ たかハかハンドメイド」」」



　10月2日、武士の元服の儀式
にならい、14歳を迎える2年生
24人の立志式が行われました。
菅校長は「どんなこともチャン
スと捉え、それに果敢にチャレ
ンジして、自分をどんどん成長
させてほしい」とあいさつしま
した。また、石山望愛さんが代
表して、立志の決意を発表。生
徒一人一人もわたしの決意を発
表しました。

すが

いしやま の　あ

　10月16日から19日までの4日間、「第23回川連塗
りフェア2015」が開催されました。主会場となった
稲川体育館では、産地メーカー22業者が出店し、
わん類などの食器や箸、アクセサリー、家具など約
5,000点が展示販売され、来場者は伝統の技を凝ら
した漆器製品の数々を一点一点じっくりと品定めし
ていました。また、隣接する稲川農村環境改善セン
ターでは、併催展「秋田の酒で乾杯・盃百景～川連
漆器の盃が勢揃い～」が開催されたほか、稲庭うど
んを川連漆器のわんと箸で食べることができる稲庭
うどん茶屋などの催しも行われました。

2015.11.01
18

2015.11.01
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年に一度の産地大販売会
川連塗りフェア

▲会場内は県内外から訪れた多くの来場者でにぎわっていました

マラソンで心地よい汗を
おがち健康マラソン

山田中学校「第47回立志式」

▲勢いよくスタートするランナーたち

　10月4日、雄勝健康マラソンが雄勝中学校グラウ
ンドを主会場に、横堀・小野特設コースで開催され
ました。
　県内外から420人のランナーがエントリーし、親
子ペアの部と小学1～3年生男女の部の1.5㎞、小
学4～6年生男女の部と中学生男女の部3㎞、一般
男女の部3㎞、同5㎞の部門に分かれて健脚を競い
ました。ピストルの合図とともに、ランナーたちは
勢いよく走り出し、沿道からたくさんの声援を受け
ながらゴールを目指し、心地よい汗をかいてマラソ
ンを楽しんでいました。

▲2年生を代表して、立志の決意を行う石山さん

　10月3・4日に本庁舎駐車場を会場
に行われました。今年は16都道府県22
団体が出店。来場者はご当地うどんの
食べ比べや多彩なイベントを楽しんで
いました。
　来場者の投票によりナンバーワンを
決めるご当地うどんグランプリでは、
見事稲庭うどんが初の1位に輝きまし
た。2位はかすうどん（大阪府）、3位
はガマゴリうどん（愛知県）が続きまし
た。また、審査員賞は下川手延べうど
ん（北海道）、特別賞は長崎五島うどん
（長崎県）が受賞しました。

全国まるごとうどんエキスポ
２０１５ ｉｎ 秋田・湯沢

地域の魅力を再発見
みんなで考えよう‼人口減少とまちの活性化

将来の決意を発表

▲パネルディスカッションの様子

　9月29日、雄勝文化会館で藤
井副市長による地方創生をテー
マにした講演会と市内在住者や
雄勝高校生によるパネルディス
カッションが行われました。地
域活性化について「自然や住む
人の温かさなど湯沢にしかない
魅力がある」「外に向けて情報
発信していきたい」など意見交
換されました。

市のさらなる発展を願って
湯沢市庁舎竣工記念植樹式

▲▶丁寧に土をかけ、成長を願いました

映画「構え森」封切公開とトークイベント開催

▲会場には約300人の観客が集まりました

「歴史と文化が息づく郷山田」をアピール

郷土の歴史と文化を学ぶ
稲川文化を巡り伝統食を味わうツアー

▲伝統料理の説明を聞きながら味わいました

　10月11日、稲川文化を巡り伝
統食を味わうツアーが開催され
ました。参加者は、稲庭うどん
製造工場や漆器工場などを見学
し、稲川地域の歴史と文化に触
れ、地域の魅力を再発見しまし
た。小松谷会館では、稲庭うど
んのほか、稲川地域に伝わる郷
土料理「大黒なます」などを堪
能していました。

　市庁舎竣工記念を祝う植樹式が中央公園で行われました。10月9日は、新潟県湯沢町
から田村正幸町長、南雲正議長ほか2人をお迎えし、湯沢市庁舎竣工記念植樹式を行い
ました。植樹式では湯沢町の木である「ベニヤマザクラ」を記念樹として贈呈いただき、

た むらまさゆき な ぐもただし

今後も変わらぬ交流が継続すること
を祈念し、植樹を行いました。
　また、首都圏ふるさと湯沢会の皆
さんからは「ソメイヨシノ」を贈呈
いただき、沼倉松吉会長ほか８人を
お迎えして17日に植樹式を行いまし
た。沼倉会長は「これから先、一年
一年この木の成長を見守っていきた
いと思います。今後も首都圏ふるさ
と湯沢会全員が市と協力し合い、市
の発展を目指していきたい」とあい
さつしました。

ぬまくらまつきち

　10月12日、湯沢文化会館で映
画の上映会と封切公開を記念し
た歴史座談会が行われました。
映画は、山田地区松岡白山の麓
にあり、60年前に経筒や数々の
埋蔵品が発掘された「構え森」
をテーマとしたもの。このイベ
ントは、地域づくりを後押しす
る一助にしたいと、市の「参加・
協働のまちづくり提案型補助金」
を活用して実施したものです。



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

 9.30

10. 2

10. 3

10. 4

10. 4

10. 7

10. 9

10.10

10.12

10.13

10.13

10.13

10.14

86

81

93

73

82

78

90

87

78

82

83

95

85

外　堀　下

杉沢表第２

吹張町第２

泉　　　町

戸石崎ニュータウン

柳　　　田

平清水第２

西田町第２

外　ノ　目

宇 留 院 内

下 二 井 田

浦　　　町

久　根　合

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

堺　　　２

御　返　事

上　旭　町

町　　　後

55

88

85

90

10. 1

10. 2

10. 5

10. 9

本　人

輝　雄

本　人

政　美

高 橋　利 夫さん

髙 𣘺　サ ツさん

加 藤 テイ子さん

菅　　 カ ツさん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

湯　　　元

小　　　安

皿　小　屋

71

97

78

10. 4

10. 5

10. 7

本　人

本　人

利　巳

鈴 木　義 喜さん

伊 藤　万 吉さん

阿 部　國 夫さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

と　わ

　　　かえで

みのり

高 橋　翔 和くん

原 田　 　楓くん

菅　　 心 愛ちゃん

 9.26

10. 4

10. 4

下　関　下

杉沢表第２

新　木　野

司さん・幸さん

聖和さん・英里さん

瞬さん・みさ子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ひなの　

りおと

菅　　陽奈乃ちゃん

菅 野　蓮 斗くん

 9.29

10. 4

小　杉　山

下　寺　沢

晃憲さん・美保さん

吾大さん・美幸さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ゆえこ　

　　　もみじ

大 関 結笑子ちゃん

阿 部　　 椛ちゃん

10. 6

10. 9

野　村　３

梺　　　１

孝太さん・知子さん

宗之さん・朱里さん

2015.11.01
20

小 川　伊 一さん

渡 部 千鶴子さん

次 田　亀 𠮷さん

加 藤　清 子さん

館 野　正 子さん

髙 橋　政 敏さん

柴 田　　 延さん

髙 𣘺　與 助さん

佐 藤　榮 子さん

髙 橋　喜 一さん

大 山 謙一郎さん

藤 山　 　時さん

佐 藤　永 吉さん 10月15日届け出分まで

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

梺　　　１

八　面　２

本　町　１

91

91

77

 9.30

10. 9

10.14

髙 橋　ヒ デさん

最 上　タ カさん

佐 藤 與一郎さん

一　二

俊　介

邦　子

本　人

武四郎

タ　カ

淳　治

本　人

克　也

本　人

利　明

信　也

正　喜

久　美

民　男

久　美

10月15日届け出分まで
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21
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21
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25
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日

月

火
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木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

●秋田県中学校秋季ハンドボール大会〔総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～9時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～9時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日
●ゆざわオープンキンボール大会〔総合体育館〕

○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

●東北総合選手権ハンドボール大会〔～22日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午後６時～9時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

○雄勝図書館特別図書整理休館（～２２日）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

月月11

11月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

24日㈫

6日㈮ １０：００～１１：３０
１３：００～１６：００
１５：３０～１６：１０

湯 沢 市 役 所 本 庁 舎

雄 勝 地 域 振 興 局

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)
　　　　　　　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成27年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所１階  相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

11月18日㈬

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　姉崎歯科医院（雄勝／☎522330／
　午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　西馬音内ながさわ歯科医院（羽後町／
　☎558355／午前９時～正午）

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・手作りおやつ講習会
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ１歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／音楽遊び
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日
○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／音楽遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日

●市民総体バスケットボール大会〔総合体育館〕

○雄勝図書館休館日

●秋田県総合選手権ハンドボール大会〔総合体育館〕
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

●秋田県小学生ハンドボール大会〔～8日、総合体育館〕

●8人制バレーボール秋季大会〔雄勝スポーツセンター〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～9時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
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表
現
力
を
磨
き
、
完
璧
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
沢
北
中
学
校
二
年　

南　

花
音
さ
ん

　

み
な
み

　

か     

の
ん

　

英
語
は
小
学
五
年
生
か
ら
習
い
始
め
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
国
際
感
覚
を
養
う
た
め

の
身
近
な
言
語
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

九
月
十
五
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
秋

田
市
）
で
行
わ
れ
た
、
秋
田
県
中
学
校
英
語
暗
唱
・

弁
論
大
会
秋
田
県
大
会
暗
唱
の
部
に
南
花
音
さ
ん
が

出
場
し
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
東
北
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
暗
唱
・
弁

論
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

と
発
表
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

南
さ
ん
が
英
語
に
関
心
を
抱
き
始
め
た
の
は
、
小

学
校
五
年
生
の
時
に
母
親
に
勧
め
ら
れ
て
参
加
し
た

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
だ
と
言
い
ま
す
。Ａ
Ｌ

Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
な
ど
と
交
流
し
な
が
ら
、

英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る

も
の
で
、「
上
手
に
話
せ
な
く
て
も
英
語
で
の
受
け

答
え
は
面
白
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
に
出
場
す
る
に
は
、
校
内

で
行
わ
れ
る
選
考
会
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
年
を
問
わ
ず
、
三
人
が
学
校
を
代
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
年
生
の
時
に
、
担
任
で
英
語
の

先
生
で
も
あ
る
伊
藤
文
子
先
生
に
挑
戦
し
て
み
な
い

か
と
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
出
場
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
代
表
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
時

に
負
け
た
悔
し
さ
が
自
身
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
暗
唱
の
練
習
は
、
伊
藤
先
生
を
は
じ
め
、
一

年
生
の
時
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
キ
ャ
シ
デ
ィ
・
ク
ッ
ク
先
生
、

今
年
の
夏
休
み
に
ジ
ャ
ズ
ミ
ン
先
生
か
ら
も
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
発
声
し
た
内
容
を
聞
い
て
も
ら
い
、

正
し
い
発
音
と
強
調
し
て
表
現
す
る
部
分
を
指
示
さ

れ
、
相
手
に
き
ち
ん
と
伝
わ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

何
度
も
繰
り
返
し
練
習
を
行
い
ま
す
。

　

発
表
し
て
い
る
題
材
は
、
小
さ
い
こ
ろ
に
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
絵
本The Giving Tree

（
大
き
な
木
）

を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
物
語
は
幼
い
男
の
子
が
成
長

し
、
老
人
に
な
る
ま
で
、
温
か
く
見
守
り
続
け
る
一

本
の
木
の
お
話
で
す
。湯
沢
雄
勝
中
学
校
英
語
暗
唱
・

弁
論
大
会
で
は
、
題
材
が
大
作
の
た
め
時
間
を
要
す

る
こ
と
（
制
限
時
間
五
分
）
や
緊
張
の
あ
ま
り
、
早

口
に
な
っ
て
し
ま
い
、
登
場
人
物
の
感
情
を
上
手
に

表
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
大
会
で
は
緊
張
し
な

い
よ
う
に
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
落
ち
着
い
て

話
す
こ
と
で
素
晴
ら
し
い
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
東
北
六
県
中
学
校
英

語
暗
唱
大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を
伺
う
と
「
物
語
の

情
景
を
伝
え
る
た
め
に
、
さ
ら
に
表
現
力
を
磨
き
、

完
璧
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
練
習
し
、
上
位
入
賞
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
そ
の
笑
顔
は
自

信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

い     

と
う

ふ
み   

こ

　学校祭の北中ふれあいフェスティバルで披露
するため、予行練習を行う南さん。「久しぶり
の練習だったので、上手に話せませんでした」
と苦笑いしていました
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